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背景（公⽴化までの経緯）
•公⽴⺠営の「学校法⼈本州⼤学」として昭和41年（1966年）に
発⾜。
•その後、昭和49年（1974年）、⻑野学園⻑野⼤学へ。
•定員割れが8年続き、上⽥市に公⽴化を打診。
•市・市⺠との懇談会などの後、市、県の承認を得て、⽂科省に
申請、上⽥市が設置者として、平成29年（2017年）に公⽴⼤学
法⼈「⻑野⼤学」が発⾜。



公⽴⼤学法⼈へ向けての動機



公⽴⼤学法⼈化の背景と課題



背景（公⽴化後の経緯）
•公⽴⼤学法⼈化にあたっての市との約束・・・市⺠から信頼さ
れ、⼈材育成を託せるる⼤学へ
• 地域貢献のしくみづくり→地域づくり総合センター
• 学部再編→地域が求める産業に貢献する理⼯系分野の学部設置

• 理⼯系への取り組みの⼀環として、⽔産庁から廃⽌施設を取得、淡⽔⽣物学研究
所、（令和3年（2021年））として設置

• 研究⼒強化を通じた教育⼒の刷新
• ⼤学院博⼠課程：総合福祉学研究科開設（令和3年（2021年））

• 卒業⽣の地域定着推進
• すでに相応の成果を挙げてはいるが、課題がある
→⼤学としての地域産業との連携の強化：製造業からの要望に応えていない
→地域づくり総合センター



地域が求める⼈材の調査(ARECによる)

AIを創り、活⽤する

経営分野

理⼯農分野

社会福祉分野

共創情報科学部

地域経営学部



インターンシップ・求める⼈材像
インターンシップの受け⼊れにも積極的な回答



こうした中で、新学部を
情報科学分野の新学部構想を策
定する中、
令和4年度補正予算で・・・・









⻑野県、上⽥市からの⽀援も
• 新学部の教育研究⽤備品整備に対し、⻑野県および上⽥市から補助⾦
  の交付が確定。
■補助⾦名
・⻑野県：「⻑野⼤学施設設備整備事業等補助⾦」
・上⽥市：「公⽴⼤学法⼈⻑野⼤学施設設備整備事業等補助⾦」
■補助対象
・新学部（共創情報科学部）等の教育研究⽤備品
（什器・IT機器・実験実習機器・ 図書等）
■補助内容
・補助率：補助対象経費の2分の1（⻑野県・上⽥市あわせて）
・上限額：⻑野県 2億円、上⽥市 2億円（令和7〜9年度の3か年合計）

2040年以降も、地域の発展を牽引する⼤学を⽬指して



新学部（共創情報科学部）の展望
•社会変化に対応→成⻑分野の政府施策・地域創⽣
•求められる⼈材像・「総合知」の政策
•不確実性の⾼い「情報化する世界」に対応できる
•地域からの期待に応える⼤学（能動的に）への転換を牽引

•社会学系分野の企業情報学部の発展系ではない。⼯学分野とし
てのAI開発を担う情報科学を基礎。
• SESを超えて、SIerの分野などで異分野融合のデザインを構想できる
共創⼈材

•⼊試も教育体制も、これに準じて⼤きく変わる。



再編学部（地域経営学部）の展望
•環境ツーリズム学部（経営学・社会学）
•企業情報学部（経営学を基礎とする）

•従来の⼆学部を統合し、経営学分野を中⼼とした社会科学分野
を担う新たな学部として再出発する。従来の⼆学部の定員を⼀
部減少する。

•共創情報科学部の定員は90名なので、全学としては40名の定員
増となる。



地域が求める⼈材の調査(ARECによる)

AIを創り、活⽤する

経営分野

理⼯農分野

社会福祉分野

共創情報科学部

地域経営学部

製造業、情報分野で学⽣の雇⽤に強い関⼼

地域⼈材育成への期待が⾼い分野
理⼯系、経営系、社会福祉系



さらなる、⼤学改⾰への展望
• 学校教育法の改正：

• 教職協働：経営を担う職員（評価も職員の業務）
• ⼤学設置基準の⼤改正（令和4年度）：

• 学修者本位の⼤学教育
• 公的な法⼈としての経営体へ、社会視点のエビデンスベースの評価定着へ

• 公⽴⼤学ガバナンスコード：認識の定着が必要
• 2040年の30％の学⽣減少への対応：⼤学再編時代（⼤連合・連携）にどう対応でき
るか（地域の中核的な⼈材育成拠点）

• 国から撤退⽀援が明⽂化される中、⼤学の存在理由は優秀な⼈材の輩出による地域
活性化への貢献によって⼀義的に評価される。公的資⾦による⽀援を正当化できる
根拠をエビデンスベース（教育は3P）で担保する必要。

• 卒業⽣と地域産業への貢献を通じた、市⺠からの信頼
• 教員の⼤学ではなく、ステークホルダーである学⽣、市⺠、地域に必要な⼤学へ



AIコア技術
開発⼒
• AI開発は、メタ
マテリアル開発
⼒にも決定的な
影響を持ってお
り、中国の理論
研究者が競って、
参⼊している。
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